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序章序章序章序章    

素晴らしい演技、演奏、プレーに対して感動した観客が決まって行うものといえば「拍手」である。その

意味は文化圏によって異なると言われているが、西欧圏や日本では喜び・感動・称賛・励ましなどポジテ

ィブな意味が込められた社会的行為として用いられている。このようにポジティブな感情を表す手段として

用いられてきた拍手は、今では新たな活用もされており、拍手をすることによって「場を盛り上げる」「活気

を生む」などのポジティブな感情を生み出すための対人関係におけるコミュニケーション手段としても注目

されつつある。そこで、本研究ではそのようなコミュニケーション手段としての拍手の新しい活用に着目し、

拍手行動場面においてどの要因によって人はポジティブ感情を認識するのかを、拍手行動場面と手の動

作の観点から研究しようとするものである。 

目的目的目的目的    

拍手行動の手の動作と気分状態の関連性について検討を行うために以下を具体的な目的とする。 

１：拍手場面の映像を観察することによって拍手をしている人の感情が認識できるかどうかを検討する。 

２：拍手場面の映像について拍手動作の模倣をしながら観察し、動作体験が印象評定に影響を与えるの

かどうか検討する。 

３：他者への共感性が、拍手行動に込められた感情を認識することへ影響するかどうか検討する。 

研究研究研究研究 1111    （（（（予備調査予備調査予備調査予備調査））））    「「「「拍手場面印象評定尺度拍手場面印象評定尺度拍手場面印象評定尺度拍手場面印象評定尺度」」」」作成作成作成作成のためののためののためののための項目選定項目選定項目選定項目選定    

 本実験で使用する「拍手場面印象評定尺度」作成のための項目として作成するため、首都圏の大学生

（18 名）を対象に直接聞き取り調査を行った。    

研究研究研究研究２２２２    （（（（本実験本実験本実験本実験１１１１））））    「「「「拍手場面印象評定尺度拍手場面印象評定尺度拍手場面印象評定尺度拍手場面印象評定尺度」」」」のののの作成作成作成作成    

「拍手場面印象評定尺度」を作成するために、東京都私立大学生 396 名（男性 118 名、女性 278 名）

を対象に４種類の拍手行動場面の VTR を鑑賞させ、被認定者の感情・気分状態について印象評定をさ

せた。VTR 上では３名の男女が拍手を行っているが、その顔については被験者は見えないようになって

いる。印象評定結果について因子分析を行った結果、「称賛」「不愉快」「幸福感」「攻撃性」「のんびり」の

５つの種類の感情因子が確認された。この結果から、拍手場面において拍手をしている者に対して、ポジ

ティブな感情だけでなく、ネガティブな感情も認識される可能性が示された。 

研究研究研究研究３３３３    （（（（本実験本実験本実験本実験 2222））））    感情認識感情認識感情認識感情認識におけるにおけるにおけるにおける拍手動拍手動拍手動拍手動作作作作のののの効果効果効果効果のののの検討検討検討検討 

拍手動作を視覚的に観察することと、実際に拍手動作を行いながら観察することで、認識される感情の

違いがあるのかどうか検討するために、「VTR 鑑賞群」（拍手動作を行わずに VTR を観賞する群）および

「VTR 拍手動作群」（拍手動作を行いながら VTR を観賞する群）を対象に、VTR ごとに研究２で作成した

「拍手場面印象評定尺度」（48 項目・6 件法）の下位項目の合計得点の平均値と標準偏差の推移、およ

び t 検定を行った。その結果、VTR1（歓迎の場面）、VTR2（飽きの場面）、VTR4（笑いの場面）において

「VTR 拍手動作群」の方が「VTR 鑑賞群」よりも有意に高くなっている因子が確認された。 

次に他者への共感性および他者関心度は、拍手行動における感情を認識することと関連があるのかど

うかを検討するため、「拍手場面印象評定尺度」と三原（1998）が作成した共感性の認知的側面に関する

「視点とり・役割とり尺度」（8 項目・6 件法）および他者への関心度に関する「他者関心度尺度」（15 項目・6

件法）の下位項目の間で VTR ごとにピアソンの積率相関係数を求めた。その結果、各 VTR で有意な相

関関係が確認された。 

 また共感性の認知的側面を示す「視点とり・役割とり」および「他者関心度」の傾向が、拍手場面におけ

る感情認識に影響を与えているのかどうか検討するため、「VTR 鑑賞群」と「VTR 拍手動作群」、「視点と
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り・役割とり尺度」と「他者関心度尺度」の高低群について、２×２の分散分析を行い、各 VTR の「拍手場

面印象評定尺度」の下位項目について平均点の比較を行った。有意な交互作用が見られたものについ

て Tukey 法による多重比較を行った。その結果、いくつかの有意な結果が確認された。中でも「内的他者

関心意識傾向」における交互作用は、VTR1（歓迎の感情を示す拍手場面）、VTR3（祝福の感情を示す

拍手場面）、VTR4（祝いの感情を示す拍手場面）の３つの VTR で確認された。VTR1（歓迎の感情を示す

拍手場面）においては４つの感情因子について有意な結果が確認された。さらにいずれの VTR の因子

についても「VTR 拍手動作群」では「内的他者関心意識傾向」低群の方が高群よりも平均点が高いという

結果であった。このことから、他者の感情を重視し他者の内面に関心をおいているかということ、そして拍

手動作を実際に行うことは、感情認識において影響を与える可能性があることが示された。 

 日常生活場面ではそのときの場の雰囲気や相手の表情や拍手の継続時間など様々な要因が感情認

識に影響していると考えられる。そのため今回の結果や得られた傾向が実際の拍手場面でそのまま作用

しているとは必ずしも言い切ることはできない。しかしながら拍手動作という要因を設定した上で印象評定

の実験を行った結果、一定の傾向や知見が得られたことは、身体（動作）がもつ心理的効果の影響力、

および身体と心理の密接な関係が改めて実証されたと言えるだろう。 
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